
医療法人社団洛和会 

洛和会音羽リハビリテーション病院 

1 

 
 

総括 

■ 種別 

高度・専門機能「リハビリテーション（回復期）」を適用して審査を実施し
た。 

 

■ 認定の種別 

書面審査および 7月 29日に実施した訪問審査の結果、以下のとおりとなりま
した。 

高度・専門機能「リハビリテーション（回復期）」認定 

 

 

■ 改善要望事項 

高度・専門機能「リハビリテーション（回復期）」 

  該当する項目はありません。 

 

 

 

１．病院の特色 

貴院は 2015年の開設から、障がい者や高齢者が住み慣れた地域でその人らしく

生活できるよう、地域包括ケアを支える病院として地域に貢献してきた。2025年 1

月には充実したリハビリテーションスペースの確保、感染症対策の充実、地域住民

との連携強化のため、新棟を開設している。回復期リハビリテーション病棟、障が

い者病棟、地域包括ケア病棟を運用し、訪問診療や訪問リハビリテーション等通所

系サービスも提供することで、急性期治療を終えた患者が、状態に合わせたリハビ

リテーションを行いつつ、安心して地域で過ごせるようきめ細かい医療・介護支援

を提供している。法人の理念として、顧客第一、サービスの充実、経営基盤の充実

が謳われており、この実践のため、ミッッション、ビジョン、バリュー、パーパス

を定め具現化を目指し活動している。法人内には学術支援センターを備え、研究の

深度化、ロボット等の先端機器を活用し安全で科学的なリハビリテーションを提供

しつつ、より高度な専門資格を有するスタッフを多数配置し、多職種がそれぞれの

特性を生かし、回復期リハビリテーション医療を提供している。さらに、医療人の

育成や医療の質向上に取り組み、地域の健康維持や福祉向上に貢献している。 

  

２．良質な回復期リハビリテーションを提供するための組織運営 

法人の基本方針に則り、多職種協働にて病棟運営をしている。回復期リハビリテ

ーションに、より焦点を当てた基本方針の作成と運営が望まれる。回復期リハビリ

テーション病棟には、医師 14名、看護師 81名、理学療法士 55名、作業療法士 19

名、言語聴覚士 8名、計 84名の専門セラピストが所属し、加えて回復期認定看護

師 5名およびセラピストマネジャー2名が配置されている。これらの多職種スタッ
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フがチームとして連携し、患者一人ひとりのニーズや状態に応じた質の高いリハビ

リテーション・ケアを提供する体制が整っている。スタッフの専門性や人数体制は

十分であり、多職種協働によるケアの質向上が期待される。今後もこの連携体制を

基盤とし、より効果的な情報共有の仕組みづくりやスタッフ間の連携強化に努める

ことで、患者の回復過程をより円滑に支援していくことが望まれる。病棟運営上の

課題と対応策の検討を行っているが、医師ほか多職種の参加する回復期運営会議の

定期開催化と活用を期待したい。医療安全を組織的に推進する体制が整備されてい

る。患者の急変時に対応できる仕組みを整備している。全職員を対象とした一次救

命処置の訓練と発生頻度の高い急変を想定した対応訓練が計画的に実施されること

が期待される。回復期リハビリテーション病棟における安全で安心な療養環境を整

備している。臨床指標のデータ収集及び活用は行っているが、治療データ等を恒常

的に検討・活用する仕組みが期待される。教育に関しては回復期リハビリテーショ

ンに特化した体系的かつ職種横断的な研修プログラムの構築と実施が望まれる。入

院患者の多くが急性期病院からの紹介であり、紹介・情報収集・入院判定・受入の

プロセスは多職種で組織的に行われている。自宅復帰後や施設入所後のリハビリテ

ーション・ケアの継続に向けて生活期機関に各職種から情報提供を行っている。 

  

３．回復期リハビリテーションに関わる職員の専門性 

専門職ごとに明確な教育研修計画を策定し、看護部門を中心に計画的かつ組織的

な研修体制を整備している。療法士部門においても、経験年数に応じた OJTや専門

職ラダーによる評価を実施し、専門性の向上に努めている。多職種間の連携も進

み、ADL評価や目標設定、退院支援カンファレンスを通じた情報共有が日常的に行

われていることは大きな強みである。一方で、研修成果の可視化や職種横断的研修

の体系化、装具や車いすの管理体制のさらなる充実、申し送り内容の定期的な見直

しなど、改善すべき点も存在する。今後はこれらの課題に対応し、より質の高いリ

ハビリテーション支援体制の構築を目指すことを期待したい。医師は、指導医 2名

を含むリハビリテーション科専門医が 5名在籍しており、医学的見地からプライマ

リーケアを含む診察や指示を行っている。看護師は明確な役割分担と多職種連携の

もと、ADL支援、生活指導、患者の活動量向上などに寄与している。介護福祉士の

専門性発揮に向けた役割分担と協働にも期待したい。療法士は疾患ごとの評価項目

を設定し、評価結果に基づいてプログラムの立案及び再評価を行っている。ADLの

変化への対応は、退院後を見据え他職種と情報共有を行っている。社会福祉士は全

患者に担当制で関わり、面接や多職種連携を通じて退院支援を主導し、地域連携体

制も積極的にすすめている。管理栄養士は、直接状況把握等にて栄養評価を行な

い、嗜好に合わせた個別的な栄養指導、退院後の連携先への情報提供を行ってい

る。薬剤師は、持参薬鑑別や処方提案のほか、退院後も見据え職員への指導や服薬

指導等を行っている。 

  

４．チーム医療による回復期リハビリテーション・ケアの実践 

入院当日は主治医をはじめ多職種により初期評価を行っている。入院当日から
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365日体制でリハビリテーションを実施しており、理学療法士・作業療法士・言語

聴覚士がそれぞれ専門的な訓練を担当している。日々のリハビリ予定表や基本動作

表をベッドサイドで共有し、スタッフ間で情報交換を行っている。自主トレーニン

グやレクリエーションの体系的な実施が期待される。毎月開催されるスタッフカン

ファレンスで、患者の全体像把握や目標設定・リスクを含む情報を共有している。

情報周知体制の強化を期待したい。患者・家族の理解を深めるために必要に応じて

家族カンファレンスを開催している。新たな課題に対しては、臨時のカンファレン

スを開催し、課題解決に向けて個別の介入を実践している。リハビリテーション総

合実施計画書の目標設定や説明者については検討を期待したい。リハビリテーショ

ン・ケアの進捗状況は電子カルテにより情報共有する仕組みとなっている。職種

間・他職種間、夜勤者など情報が正確に遅滞なく伝達される体制の整備が望まれ

る。試験外泊や外出訓練、家屋訪問を活用し自宅復帰後の実生活での課題に対し

て、多職種で情報共有を行い必要な支援内容を検討している。退院支援では社会福

祉士や療法士が環境因子の情報収集を担い、家屋調査や関係者との連携を行ってい

る。早期かつ標準的な情報収集体制の構築を期待したい。法人内では訪問・通所サ

ービスを整備し、退院後も地域機関と連携しながら支援体制の強化を図っている。

今後、情報共有の確実な記録と周知、早期情報収集の徹底、活動性向上に向けた自

主トレ導入などを推進し、質の高いリハビリと円滑な退院支援の実現を目指すこと

を期待したい。 
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1 良質な回復期リハビリテーションを提供するための組織運営 

評価判定結果 
 

 

1.1 

 

良質なリハビリテーションを提供するための体制 
 

1.1.1 回復期リハビリテーション病棟の運営に関する方針が明確である 

 

Ⅲ 

1.1.2 良質な回復期リハビリテーション機能を発揮するために必要な人員を

配置している 

 

Ⅱ 

1.1.3 リハビリテーションを提供するための組織体制が確立している 

 

Ⅲ 

 

1.2 

 

安全で質の高いリハビリテーションを実践するための取り組み 
 

1.2.1 患者の安全確保に向けた体制を整備している 

 

Ⅱ 

1.2.2 患者の急変時に適切に対応できる仕組みを整備している 

 

Ⅲ 

1.2.3 安全で安心できる療養環境の整備に努めている 

 

Ⅱ 

 

1.3 

 

質改善に向けた取り組み 
 

1.3.1 回復期リハビリテーションの質改善に必要なデータを収集し活用して

いる 

 

Ⅱ 

1.3.2 回復期リハビリテーションに関する自院の課題の把握と対応策を検討

している 

 

Ⅱ 

1.3.3 回復期リハビリテーションに関する教育・研修を行っている 

 

Ⅲ 

 

1.4 

 

地域の医療機関等との連携とリハビリテーションの継続に向けた取り組み 
 

1.4.1 急性期病院と円滑に連携している 

 

Ⅱ 

1.4.2 自宅復帰後のリハビリテーション・ケアの継続に向けて地域サービス

提供機関等と円滑に連携している 

 

Ⅱ 

1.4.3 自宅復帰が困難な患者のリハビリテーション・ケアの継続に向けて施

設等と円滑に連携している 

 

Ⅱ 
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2 回復期リハビリテーションに関わる職員の専門性 

評価判定結果 
 

 

2.1 

 

回復期リハビリテーション病棟における医師の専門性の発揮 
 

2.1.1 医師は専門的な役割・機能を発揮している 

 

Ⅱ 

2.1.2 医師は患者の実生活を踏まえた指導・支援を行っている 

 

Ⅲ 

2.1.3 医師はチーム医療の実践に適切に関与している 

 

Ⅱ 

2.1.4 医師は質向上に向けた活動に取り組んでいる 

 

Ⅱ 

 

2.2 

 

回復期リハビリテーション病棟における看護・介護職の専門性の発揮 
 

2.2.1 看護・介護職は役割・専門性を発揮している 

 

Ⅲ 

2.2.2 看護・介護職は患者の実生活を踏まえた指導・支援を行っている 

 

Ⅱ 

2.2.3 看護・介護職はチーム医療の実践に適切に関与している 

 

Ⅱ 

2.2.4 看護・介護職は質向上に向けた活動に取り組んでいる 

 

Ⅱ 

 

2.3 

 

回復期リハビリテーション病棟における療法士の専門性の発揮 
 

2.3.1.P 理学療法士は役割・専門性を発揮している 

 

Ⅱ 

2.3.1.O 作業療法士は役割・専門性を発揮している 

 

Ⅱ 

2.3.1.S 言語聴覚士は役割・専門性を発揮している 

 

Ⅱ 

2.3.2 療法士は患者の実生活を踏まえた指導・支援を行っている 

 

Ⅱ 

2.3.3 療法士はチーム医療の実践に適切に関与している 

 

Ⅱ 

2.3.4 療法士は質向上に向けた活動に取り組んでいる 

 

Ⅱ 

 

2.4 

 

回復期リハビリテーション病棟における社会福祉士の専門性の発揮 
 

2.4.1 社会福祉士は役割・専門性を発揮している 

 

Ⅱ 

2.4.2 社会福祉士は患者の実生活を踏まえた指導・支援を行っている 

 

Ⅱ 

2.4.3 社会福祉士はチーム医療の実践に適切に関与している 

 

Ⅱ 
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2.4.4 社会福祉士は質向上に向けた活動に取り組んでいる 

 

Ⅱ 

 

2.5 

 

回復期リハビリテーション病棟における管理栄養士の専門性の発揮 
 

2.5.1 管理栄養士は役割・専門性を発揮している 

 

Ⅱ 

2.5.2 管理栄養士は患者の実生活を踏まえた指導・支援を行っている 

 

Ⅱ 

2.5.3 管理栄養士はチーム医療の実践に適切に関与している 

 

Ⅱ 

2.5.4 管理栄養士は質向上に向けた活動に取り組んでいる 

 

Ⅱ 
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3 チーム医療による回復期リハビリテーション・ケアの実践 

評価判定結果 
 

 

3.1 

 

初期評価とリハビリテーション計画の立案 
 

3.1.1 初期評価を適切に行っている 

 

Ⅱ 

3.1.2 リハビリテーション計画を適切に立案している 

 

Ⅲ 

 

3.2 

 

専門職による回復期リハビリテーション・ケアの実施 
 

3.2.1 各職種により患者に必要なリハビリテーション・ケアを実施している 

 

Ⅱ 

3.2.2 リハビリテーションの進捗状況を共有している 

 

Ⅲ 

 

3.3 

 

多職種による課題の共有と対応 
 

3.3.1 定期的な情報共有による新たな課題の評価・検討を行っている 

 

Ⅱ 

3.3.2 新たな課題の解決に向けたリハビリテーション・ケアを実施している 

 

Ⅱ 

 

3.4 

 

自宅復帰に向けた多職種による協働 
 

3.4.1 自宅復帰とその維持に必要な患者固有の課題の評価・検討を行ってい

る 

 

Ⅱ 

3.4.2 自宅復帰とその維持に向けた課題の解決のための具体的な取り組みを

行っている 

 

Ⅱ 

 


